
 

梱包ガイド
エクスプレス貨物用



DHL では、お客様の貨物を常に迅速かつ良い状態で配達するために最善を尽くしてお
ります。

お客様の貨物はDHL の最先端システムを備えたグローバルネットワークを通じて何千
マイルもの旅を続け、最終目的地である配達先へ到着します。内容品を適切な資材を
使用して正しい方法で梱包することが、途中で破損することなく、安全に目的地に到
着する上で重要となります。

発送時にはエクスプレス輸送を行う上で適切な梱包を行う必要があります。エクスプ
レス輸送の梱包方法の国際基準は、他の輸送の梱包に比べてより厳格に規定されてい
ます。なぜなら、貨物はベルトコンベアや航空機、スタッフのネットワークで取り扱
われるからです。

送り主は常に適切な梱包を行うことが義務付けられています。
この梱包ガイドは、DHL のお客様のための参照資料として、適切な梱包の一般的な方
法や例などを説明しています。内容品の種類によって梱包方法や保護方法が異なるため、 
ここに記載された方法は一例であり、全てのお客様の最終的なソリューションではな
いことをご理解ください。

また、 もDHL Webサイトで提供されています。これは、 
電子機器、アパレル関連商品、大型およびパレット貨物、温度管理品など特別な梱包
についての詳細なガイドラインです。 さらに詳細なサポートが必要な場合は、  

へ電話またはEメールでお問合せください。

エクスプレス輸送のための 
正しい梱包 

ヒント
時間がないときは、まず以下の基本的な梱包方法を参考にしてください。

  内容品の重量と耐久性を考える
  輸送される内容品の価格
  輸送規則で規定されている梱包 
  要件 

ステップ 1 - 確認

  高品質の二重構造の段ボール 
  箱を使用する
 貨物の内容物と段ボールの内壁 
  との間に6cmの空間を確保する 
  緩衝材を詰める

ステップ 2 - 資材方法

  幅48mm以上の 
  感圧接着テープを使用する
  テープをH型に貼り  
  すべての端と継ぎ目部を封       
  印する

ステップ 3 - 密閉

  パッケージの上面に  
   運送状ラベルを貼る 
  単一面のよく見える場所に 
  運送状ラベルを貼る

ステップ 4 - ラベル添付

123125

123125

免責条項：

本書に記載されている情報は一般的なものであり、特定の状況には適用されず、適切な資格を持った専門家による法的またはその他の助言に代わるものではありません。本書は最新の注意のうえ作成しておりますが、 
DHLエクスプレスは、適用される法律で許可される最大の範囲において、ここに記載された情報に関連するすべての表明、証明、引き受けおよび商品保証を行いません。送り主は、常にすべての適用法、規則および要件
に従う責任があります。すべてのサービスは、 を条件とし、それに従い提供されます。この資料は から入手できます。
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優れた梱包が内容品の損傷を防ぐ上で重要となります。梱包方法の確認は、輸送する内容品の種類に最も合う梱包を決定する重
要なステップです。

梱包方法の確認

重量   梱包資材の強度と耐久性を考慮してください

  輸送内容品の重量に確実に耐えられる適切な資材が必要です

サイズと形状   内容品が梱包箱の内側の面に触れないようにします

  特殊な形状や丸みを帯びた形の梱包箱には特に注意を払います

内容品のあらゆる条件   液体や粉末を輸送する場合、特別梱包用の資材や梱包技術が必要です

内容品の価格   高価な内容品には追加の緩衝材と保護材を使用します

耐久性   壊れやすい内容品には追加の緩衝材と保護材を使用します

  特別取り扱いラベルを添付します

最終用途   梱包箱は小売店陳列用にする必要がありますか？ 梱包箱に印などのマーク 
     を付けても問題ありませんか？

規定   一部の規制物品には専門的な梱包が必要な場合があります

梱包要件の決定において
考慮すべき事項

影響要因

重量

湿度

コスト

...
その他

危険物
食品香料、香水、化学物質、電子
機器が危険物に分類されるのをご
存知でしたか？

こうした危険物の専門的な梱包方
法については、 

へご連
絡ください。 危険物をDHLエク
スプレスで輸送する際の特別な規
制要件をご確認いただけます。

制限品目および禁止品目
DHLエクスプレスでは輸送が禁
止されている品目があり、それら
は制限品目または禁止品目として
分類されています。

詳しくは、 を
ご覧いただくか、 

にご連
絡ください。
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適切な 
梱包材を選ぶ

輸送中の内容品を保護するには、適切な梱包を行うことが不可欠です。DHLは、十分に試行・試験されたさまざまな梱包資材をご
用意しております。お客様自身で用意した資材を使用する場合は、以下のいくつかの一般的なガイドラインをご覧ください。

本ガイドラインは、さまざまな種類の商品に対する一般的な使用方法を記載しているものであるため、お客様の業界の梱包基準
も併せて参照されることを推奨いたします。

内容品の重量に合った適切な梱包箱またはフライヤーバッグを選択する
梱包箱を選ぶ

貨物の 
重量

構造 破裂試験 
(ポンド／平方インチ)

耐衝撃性試験 
(ポンド／平方インチ)

最大5kg 一重構造 155 34

5～10kg 一重構造 160-200 34

10～15kg 二重構造 250～300 55

15～20kg 二重構造 250～300 55

20～25kg 二重構造 250～300 55

25～30kg 二重構造 350 55

30kg以上

フライヤーバッグの仕様

書類の重量 構造 継ぎ目部の強度 抗張力 
(ポンド／平方インチ)

最大4kg ポリエチレン
(60μm)

4 kg MD/TD 
32.5Mpa & 

400%の伸長度 
（破損時）

専門的な梱包方法

注記：

 破裂試験 (Mullenテスト)では、段ボール箱の側面が裂けるまたは破裂するのに必要な力(
ポンド／平方インチ)を試験します。この結果の数値は、段ボール箱の外部または内部から
の力に耐える性能を示しており、段ボール箱が荒く取り扱われたときにどの程度内容品を
保護できるかを示しております。 

 耐衝撃性耐試験 (ECT)では、段ボール箱または繊維板の積載時の強度を測定します。段ボ
ール箱の圧縮強度の測定は、箱をその角で立てたときに箱がつぶれるのに要する圧力によ
って決定されます。

 継ぎ目部の強度は、継ぎ目部が破損するのに要する積載量を指します。

 抗張力は、資材が破損する前に、引き伸ばしまたは引っ張った時の資材が耐えうる最大ス
トレス（圧力）を示します。

外装梱包資材
貨物

材質  貨物には高品質の厚みのある段ボール箱を使用してください。 壊れやすい物や重い物には、 
二重または三重構造の段ボールが推奨されています。

 古い箱を再利用するのは避けてください。強度が損なわれている恐れがあります。

強度  箱の構造や強度が表示されているメーカーの刻印を確認してください。必要に応じて、段ボール 
箱資材のサプライヤーに詳細情報を問い合わせてください。

 以下の段ボール箱の仕様を参照して、内容品の重量に合った適切な梱包材を選択してください。

サイズ  下側のみに内容品を詰めた場合や、内容品を詰めすぎた箱は壊れる恐れがあります。 これを防ぐ
には、輸送する内容品に合ったサイズの適切な箱を選ぶ必要があります。

フライヤーバッグ

強度  バッグの裂けや破損を回避するため、フライヤーバッグの張力（伸縮性）と継ぎ目部（粘着部）の
強度は以下に示す推奨基準を満たしている必要があります。

 DHL フライヤーバッグは、破損前では最小伸長度（伸縮性）が35cm、継ぎ目部は30%増の重量
に耐えます。
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DHL の梱包資材
DHL の梱包資材は、DHL のアカウントをお持ちのお客様に提供されます。
または からご依頼いただけます。DHL のアカウントをお持ちでな
いお客様でも、DHL をご利用いただく場合には数量に限りがありますが、 
資材を でご依頼いただけます。

外装梱包資材
段ボール箱

段ボール箱の種類 重量制限 サイズ 
(mm)

破裂試験 
(ポンド／平方インチ)

耐衝撃性試験 
(ポンド／平方インチ)

ボックス 2 1 kg 337 x 182 x 
100

155 34

ボックス 3 2 kg 336 x 320 x 52 160 34

ボックス 4 5 kg 337 x 322 x 
180

160 34

ボックス 5 10 kg 337 x 322 x 
345

280 52

ボックス 6 15 kg 417 x 359 x 
369

280 52

ボックス 7 20 kg 481 x 404 x 
389

280 52

ボックス 8 25 kg 541 x 444 x 
409

280 52

エクスプレスチューブ 
チューブ 3
チューブ 4

475 x 155 x 
134

976 x 176 x 
152

エンベロープおよびフライヤーバッグ

フライヤーバッグの種類 重量制限 サイズ 
(mm)

継ぎ目部分の強度 抗張力

エンベロープ 1 0.5 kg 350 x 275 x 
100

— —

スタンダードフライヤ 
ーバッグ

2 kg 400 x 300 x 
100

4 kg MD/TD 32.5Mpa 
& 400%の伸長度 

（破損時）

ラージフライヤーバ 
ッグ

3 kg 475 x 375 x 
100

4 kg MD/TD 32.5Mpa 
& 400%の伸長度 

（破損時）

注記：上記の寸法は参考寸法です。梱包の種類は国によって異なります。
お客様の梱包オプションについては、 をご覧いただくか、 までお問い合わせください。
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梱包材の機能

資材の種類 緩衝 隙間を埋める 保護する 分割する その他

気泡緩衝材 ü ü ü

     狭い隙間 ¼ インチ 
     軽量の内容品に適する 合紙

     広い隙間 ½ インチ 
     中程度の重さの内容品に適する ブロック

フォームシート ü ü ü

フォーム緩衝材 ü ü ü

エアバッグ ü

しわ紙 ü ü

板紙の仕切り ü ü ü

シュレッダー紙 ü ü ü 衝撃吸収材

内部梱包資材
気泡緩衝材、エアバッグ、板紙、フォーム緩衝材/ペレットなどが梱包資材として広く使用されています。これらはすべて異な
る性能があり、用途に合わせて適切に使用することが重要です。

下表は、内容品に合った適切な緩衝材を決める際にご参照ください。

気泡緩衝材には小さめの隙間を埋める特性がありますが、より広い隙間を埋める際はより適切な資材を選ぶ必要があります。
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適切な梱包方法

本ガイドの最初の2つのセクションで、内容品に最適な梱包方法と梱包資材の準備方法について説明しました。

梱包方法についてご紹介する前に、内容品を梱包する際のいくつかの重要ポイントについてご案内します。

隙間を残さない
 梱包で重要なことは、箱の中の隙間をすべて埋めることです。そうすることで、輸送中に内容

品が箱内で揺れるのを防ぎ、内容品と箱の内壁両方へのダメージが回避されます。

 箱の底に隙間を埋める緩衝材を詰めてから、内容品の周りに緩衝材を詰めます。箱の中の隙間
を埋めて内容品が動かないようにしてください。

 隙間を埋める緩衝材を選ぶ際は、常に輸送する内容品の重量を十分に支えられる緩衝材を選ん
でください。緩衝材のなかには内容品の重量で沈んだり縮んだりしてしまうものがあり、 
こうした緩衝材は、時間がたつと箱の中に隙間ができてしまう恐れがあります。

内容品を個別に包み、仕切りを設ける
 1つのパッケージに複数の内容品を入れて輸送するときは、常に、内容品を1つずつ個別に

包み、板紙の仕切りやその他適切な仕切りを使い、内容品同士が接触しないよう分けて入れ
てください。

 仕切りを使うと、輸送中に内容品が接触して損傷するのを防ぎます。特に、積み重ねて入れ
る場合はこの方法を遵守してください。

 小さな内容品やばらつく内容品は内部用容器やポリ袋などに入れて、輸送中に内容品がばら
けないようにします。

6cmの間隔が重要です
 輸送する内容品は、常に箱の側面や角から6cm離して箱の中央に置くようにしてください。

 内容品のサイズに合う箱のサイズを決めるときは、この間隔を考慮してください。
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梱包手順
最も適切な梱包手順は、P2にてご案内した各項目によって決まります。DHLが推奨する主な梱包方法を以下に記載しますが、
サポートが必要な場合は、 にご連絡ください。

共通梱包手順
保護レベル： 
壊れにくい内容品（印刷物、機械部品、金属部品など）に適する

 二重構造の段ボールを使用することを推奨しますが、一重構造
の段ボールを使用する場合は、物品の重量に耐える強度がある
ことを確認してください。

 湿気や汚れに影響を受けやすい物品は、頑丈なポリ袋に 
入れるか、保護力のある容器に入れて梱包してください。

 内容品は、常に箱の側面や角から最低6cm離して箱の中央に 
置いてください。

 1つの箱に複数の内容品を入れて輸送する場合は、内容品を1つ
ずつ個別に包み、仕切りなどを使い内容品同士が互いに接触し
ないよう分けて入れてください。

 輸送中に箱内で内容品が移動しないよう、隙間を埋めて 
ください。

ボックス・イン・ボックス（箱入りの内容品を梱包する）
保護レベル： 
ボックス・イン・ボックスは、2つ目の外箱を使用して保護レベルを高める方法です。壊れやすい物や、内箱を小売陳列用に使用する内容品の
輸送に有効です。

 外箱と内箱の両方を準備する必要があります。

 可能であれば、内箱はメーカー独自のパッケージを使用するこ
とを推奨します。または、前述の共通梱包方法に従って内箱を
梱包してください。

 二重包装で十分に内容品を保護するため、外箱の各辺の長さは
内箱よりも14cm以上大きくなければなりません。二重構造の
段ボールを使用することを推奨しますが、一重構造の段ボール
を使用する場合は、物品の重量に耐える強度があることを確認
してください。

 外箱の底部には約6cmの高さで緩衝材を詰めて、その上に内箱
の内容品を置いてください。

 内容品の周りと上部に緩衝材をしっかり詰めて内容品が動かな
いようにしてから、封をして発送してください。
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液体および粉末
家庭で広く使用される液体や粉末は危険物に分類され、航空便での輸送において厳しい規制が定められている場合があります。
その場合、お客様が登録された危険物の荷送人でない場合、DHL はお客様の内容品を輸送できない場合があります。詳しくは、 

にお問い合わせください。

内容品が危険物に分類されていないが、より厳格な梱包要件の対象である場合、以下の手順に従うことで、輸送中の損失や損傷
を防ぐことができます。

液体物は液漏れしない容器に入れて、 
発泡スチロールなどの内部保護材で 
容器を保護します。そして、ポリ袋 
に密封してから、二重構造の段ボール 
箱に入れます。

半液体物質、油脂または強い匂いのある
物質は粘着テープで封をします。 油脂を
はじく紙で包み、頑丈な二重構造の段ボ
ール箱に入れます。

粉末および微粒子は、頑丈なポリ袋に 
入れて、しっかり封をし、耐久性のある
繊維板ボックスへ梱包します。

輸送する内容品が、IATA Dangerous Goods Regulations（ITAT危険物規則）のM列の対応する記載に基づきリストさ
れている「Special Provision（特別規定）」の要件を満たす場合、DHL エクスプレスでは、荷送人に、運送状とイン
ボイスの記載欄に内容品が「Not restricted as per special provision X（特別規定Xにつき制限されていません」 
と記載していただくことが必要です。DHL による事前の確認も必要です。注意点

半液体物質、油脂または 
強い匂いのある物質液体 粉末および微粒子
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書類
船荷証券や重要な各種契約書、ファイルを発送する場合も、DHLはニーズに適した梱包資材を提供します。書類の輸送方法は、
文書の重量、サイズ、枚数によって様々です。

書類(1枚のみ) 複数の書類 
(2kg未満)

複数の書類 
(2kg以上)

  24ページ以下、500g以下の書類の輸送 
   には、DHLエンベロープをお使いくだ 
   さい。

  板紙の封筒は書類が曲がったり折れたり 
   するのを防ぎます。

  封筒に書類を入れて封をし、DHLフライ 
   ヤーバッグに入れれば、湿気や汚れから 
   書類を守ります。

  DHLフライヤーバッグは2kg以下の書類 
   を送付するのに適しています。

  適切な封筒、またはフォルダーに書類を 
   入れてから、DHLフライヤーバッグに 
   入れます。

  必要に応じて、各封筒に連絡がとれる適切 
   な連絡先情報を記入してください。

  さらに保護を高めるには、DHLフライ 
   ヤーバッグ内に頑丈な板紙を入れると輸送 
   中の封筒の内部での揺れが抑えられます。

  2kg以上の重さの書類を送付するには 
   頑丈な箱が必要です。

  文書保存用の箱やコピー紙の箱を使用し 
   ないでください。これらはエクスプレス 
   輸送用に設計されていません。

  必要に応じて連絡が取れる連絡先情報を 
   記入した適切な封筒、またはフォルダに 
   書類を入れます。

  輸送中にボックス内の書類が内部で揺れ 
   ないように、隙間を埋めておいてくだ 
   さい。 
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密閉とラベル貼付 

密閉することで輸送中の内容品を保護します。輸送中に内容品が出て損傷を受けることがないようにするため、粘着テープを使
って内容品を正しく密閉することが重要となります。

感圧接着テープを使用する
DHLでは、強度と耐久性を備えた以下の感圧接着テープを使用することを推奨しています。

 ポリプロピレンテープ (茶色のプラスチックテープ)

  ビニール粘着テープ (絶縁用/防湿テープ)

  繊維強化紙テープ (ダクトテープ)

使用しないでください…
クラフトペーパーテープ セロハンテープ マスキングテープ ひも/ロープ

H型テーピング
すべての継ぎ目部をH型テーピングで封印してくだ
さい。

 ふた部分の中央の継ぎ目に1本テープを貼ります。

  端の2か所の継ぎ目部に2本テープを貼ります。

 重量の重い内容品にはさらにテープを使って確実に
継ぎ目部を補強してください。

 箱の上部と底部の両方にH型テーピングでテープを
貼ります。

ひも
DHLエクスプレスは、重量が30kg未満の内容品にひもやバンドを使用することは認めていま
せん。なぜなら、内容品自体にダメージを与える可能性があるからです。 

適切な梱包は、ひもやバンドを使わなくとも、常に内容品の重量に耐えられる性能がなければ
なりません。 

30kg以上の貨物の輸送時は、ひもやバンドは、正しく使えば内容品の重量を支える最適な資
材となります。

30kg未満の小口貨物には認められません。
30kg未満の小口貨物には認められません
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特別取り扱いラベル*

運送状ラベルの貼付

DHLは、輸送中の貨物の向きを一定に保つことは保証できませんが、特別取り扱い表示に注意して貨物を取り扱います。取り 
扱いラベルを正しく活用することで、お客様の貨物を輸送中適切に輸送、取扱い、保管することができます。以下は通常使用 
されるラベルです。

運送状ラベルを見やすい場所に貼ることで、お客様の貨物はDHLネットワークを 
通じてスムーズかつスピーディに輸送可能となります。以下にラベル貼付について
の注意点をご案内します。

*特別取り扱いラベルは、集荷前に荷送人が貨物に貼付しておく必要があります。

天地無用 
上向き矢印は、貨物の輸送、取扱い、 
保存する際に維持しなければならない 
貨物の向きを示します。

壊れ物、取り扱い注意 
注意して貨物を取り扱う必要があります。

湿気厳禁 
過度な湿気を避けて、カバーなどを 
かけて保管する必要があります。

 運送状ラベルは貨物の梱包箱の上面にはがれないようにしっかり貼ってください。運送状ラ
ベルを上部に貼ることで、輸送中にできる限り貨物の正しい向きが保たれるようにします。

 １つの面上で運送状ラベル全体が見えるように貼り、このとき、箱の継ぎ目部（開口部） 
に重ならないように貼ります。

  運送状ラベルの上に、他のラベルやテープ、添付書類などを重ねて貼らないでください。

 古い箱を再利用しないことが推奨されますが、もし使用する場合、古い運送状ラベルなどは
あらかじめすべてはがしておいてください。

 梱包箱の内部にスペアの運送状ラベルを同封しておくと、もし外側に貼った運送状ラベルが
剥がれたり損傷した場合に、貨物を見分けるのに有効です。

 貨物に他のラベルを貼る必要がある場合は、運送状ラベルと同じ面には貼らないようにして
ください。

 箱の外に添付しなければならない複数枚の書類は、粘着テープ付きの透明のビニールパウチ
に入れて、箱に貼付してください。

ご存じですか？

で、数回クリックするだけで簡単にお客様の運送状ラベルを作成で
きます。Eコマースツールの操作は簡単です。貨物のスムーズかつ正確な発送に必要な情報
を見落とさないよう、正しくガイドします。 

国際エクスプレス貨物を効果的に管理するためのお客様のニーズを満たす、最適なEコマー
スツールを確認するには、 をご覧ください。

サンプル
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はじめから適切に
梱包しましょう。
それが、二酸化炭素排出量を
抑えることにつながります。
貨物が損傷してしまった場合、追加の製造や輸送が必要になります。 
お客様の貨物を適切な梱包で保護することが、二酸化炭素排出量削減に効果的です。

DHL Express – Excellence.Simply delivered. 
dhl.com


	Assess Packing Needs
	Choose Suitable Materials
	Apply Packing Techniques
	Seal and Label Shipment

	Button 31: 
	Button 30: 
	Button 29: 
	Button 27: 
	Button 98: 
	Button 100: 
	Button 103: 
	Button 102: 
	Button 92: 
	Button 94: 
	Button 96: 
	Button 66: 
	t 3: 
	Button 67: 
	Button 70: 
	t 4: 
	Button 68: 
	Button 106: 
	Button 104: 
	Button 105: 
	Button 109: 
	Button 1010: 
	Button 71: 
	t 5: 
	Button 72: 
	Button 73: 
	t 6: 
	Button 74: 
	Button 76: 
	Button 77: 
	Button 75: 
	Button 111: 
	Button 78: 
	Button 79: 
	Button 80: 
	Button 113: 
	Button 81: 
	Button 83: 
	Button 82: 
	Button 84: 
	Button 85: 
	Button 86: 
	Button 87: 
	Button 88: 
	t 7: 
	Button 115: 
	Button 118: 
	Button 90: 
	Button 89: 
	t 8: 


